
（様式１） 

「絆の作り手育成プログラム研究指定校」実績報告書（３年次） 

 

１ 学校名等 

学 校 名 福知山市立夜久野小学校 校長名 山添 麻矢 

所 在 地 
〒629-1313 京都府福知山市夜久野町高内26番地 
   
  電話 0773-37-0047        FAX 0773-37-1478 

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特別支援 合 計 教職員数 

学 級 数 1 1 1 1 1 1 1 7 

11 
 

※校長･副校長･教頭を
含む 

児 童 数 ７ 18 11 14 12 13 2 77 

連 携 先 
(文化財所有者等) 

夜久野地域公民館（0773-37-1188） 
やくの木と漆の館（0773-38-9226） 
額田のまつり代表  

 

２ 研究校の概要（児童の実態、学力状況(分析)、研究体制等） 

  本校は福知山市の北西部に位置し、平成 25 年４月に、施設一体型の小中一貫教育校としてス

タートし、本年度で開校 11年目を迎えた。現在全校児童生徒数 127名（児童数 77名、生徒数 50

名）、学級数は１から９年生まで単学級で、特別支援学級を合わせると 10学級である。 

  児童の実態としては、全体的に落ち着いている。学習活動や清掃活動など、日常的に活動に対

して真面目に取り組める児童が多い。また、開校当時からＩＣＴ機器を授業に取り入れ活用して

いたので、ＩＣＴ機器を使った学習に対しては、スムーズに導入ができている。しかし、少人数

で固定した人間関係に悩む場面や、自分の考えを十分に周りに伝えられない様子が見られたりす

る。 

  全国学力・学習状況調査（６年）、京都府学力・学習状況調査（４・５・６年）、学力テスト（全

学年）の結果等では、府平均を若干下回る教科もあるものの、おおむね府平均もしくは府平均以

上の数値を示している。基礎的・基本的な学力は身に付いている児童が多い。ただし、個別に児

童を見ていくと、学級ごとに個別に支援を要する児童もあるなど、課題も多く見られる。 

 

３ 主な研究活動（時期や内容等） 

 (1) 総合的な学習の時間に関わる取組 

   本年度は、昨年度の実践を基に総合的な学習の時間

(低学年は生活科)の年間計画の見直しを進め、ＰＢＬを

学習過程にどのように落とし込んでいくかについて研

究を進めた。特に、課題設定については慎重に検討し、

課題設定が学習の流れにとってどうであったか検証することに重点を置き取り組んだ。 

ア ６年研究授業（６/21・11/15） 

    夜久野町の無形文化財「額田のダシ行事」を「20 年後に受け継ぐにはどうしたらよいか」

という課題を、振興会の方の願い（問い）から設定し、その解決策を検討する学習を進めて

きた。考えを出し合っては何度も組み立て直し、なんとか最適解を出そうとする児童への支



援に努めた。しかし、生み出した解決策を実社会でどのように生

かしていけるのかについて考える中で、今後、地域との関わりの

中で共通の見通しをもちながら検証していくことの重要性と困

難さに直面した。 

イ １年生活科 

生活科「学校大好きともだち大好き」の単元名で、学校生活を 

支えている人々との関わりや、学校施設の様子について学び、学校で学んでいる児童生徒と

の関わりを深めたり、広げたりする活動を行った。 

特に春の遠足は１年生～９年生の児童生徒が、異年齢集団のグループで夜久野の地域に出

かけ、地域の良さや自然に触れる体験活動を行っている。  

また、こども園との関わりが年間に３回あり、次年度の新入生を迎えるにあたり、１年生

で学んだことを伝えたり、こども園の子どもたちに学校のことを教えたりする中で、交流を

深めている。 

ウ ２年生活科 

 生活科「みんなで夜久野たんけんたい」の単元名で、地

域の様々な施設を訪問したり、自分との関わりを見付けた

りする活動を行った。様々な施設があり、そこには地域の

人々がいることに気づき、地域の施設や人に親しみを持て

るように活動を進めた。 

 具体的な施設としては、中夜久野郵便局、下夜久野駐在

所、夜久野ふれあいプラザ、夜久野農匠の里、ドライブイン夜久野、宮カフェに行き、そこ

で働く人にインタビューしたり、施設の役割を学んだりした。 

  エ ３年総合的な学習の時間 

総合的な学習「夜久野調査隊」として、地域の特産物を

調べたり、育てたりすることで、町の特産物や良さに触れ、

また、地域の方々との触れ合いを通して、ふるさとを大切

にしようとする心を養う活動を行った。 

具体的な活動は、夜久野の農産物である「ぶどう」「すい

か」「黒豆」「そば」「うるし」について、地域の方に話を聞

いたり、育てる体験をしたりした。実際にそば打ちや漆の

木の植樹をするなどの貴重な体験をとおして、素晴らしい文化財があることに改めて気付く

ことができた。 

  オ ４年総合的な学習の時間 

 総合的な学習「受け継ごう伝統文化」として、全国や夜久

野で行われている祭りについて調べ、自分の地域で受け継が

れてきた伝統文化のよさに気づくことができるような学習

を行った。中でも、夜久野に受け継がれている祭りや、昔話

についてくわしく調べ、地域の方から話を聞いたり、祭りに

参加したりする体験を通して、地域の方の願いや、語り継が

れてきた思いや歴史を感じることができた。 



  カ ５年総合的な学習の時間 

総合的な学習「夜久野の文化財を探せ！」として、地域の無形文化財・有形文化財を調べ、

自分のふるさとの良さを知り、ふるさとを愛する心を養う学習を行った。また、高学年は学

習方法として課題解決学習を行い、主体的に学習に参加し、試行錯誤しながら納得解を見出

そうとすることの大切さを感じることができた。 

具体的な活動は、高倉神社、瑞林寺山門、東光寺、宮垣薬師堂などの無形文化財・有形文

化財についてしらべ、「多くの人に知ってもらうにはどうすればよいだろう」というミッシ

ョンのもと、考え、まとめたことを発表する活動を行った。 

 

(2) 各教科でのＰＢＬを取り入れた授業研究 

主体的・対話的で深い学びを実現するために、各教科でのＰＢＬを取り入れた授業研究も同

時に進めた。これによって、小中一体となってＰＢＬについて議論することができ、研究協議

を進めることもできた。 

ア ８年(中学２年)研究授業（5/24） 

   国語科で小論文を作成した。学習により解決できる問題を見付け、マッピング等を用いて

課題分析を行った。その上で仮説を設けて研究し、その過程を１２００字の文章にまとめた。 

授業の自己評価より：「大きすぎても小さすぎてもダメで、問題を作るのに迷ってしまう

難しさが少しわかりました。しかし、ひとつの問題から広げていけば、違う問題が見付かっ

たり、その問題を解決する過程で出てきた結果を、問題にする

ことができたりするとわかりました。」「自分が考えないといけ

ない方向性が固まる授業だと感じたし、人に聞くことで考えが

深まりました。」 

なお、この授業で作成した小論文の一編が、第１１回京都府

中学生小論文グランプリで優秀賞に選ばれた。 

  イ 各教科でのＰＢＬの手法を生かした授業の研究（ちょこっと研修） 

    教員一人一回ずつ、ＰＢＬの手法を生かした授業を公開し、全教職員で少しの時間でも見

合う、「ちょこっと研修」を１学期から開始した。教科によって実現方法には大きな違いがあ

るが、ＰＢＬの過程を意識して、単元全体を通して課題解決に取り組むことが大切であり、

各教科の中でどのように具体化したのか分かるようにすることが、今後の研究で重要である

とのまとめができた。 

 

４ 今年度の研究の成果と検証（児童、教職員、学校、家庭・地域社会の変容等） 

(1) ６年生の変容 

非認知能力を問うアンケートで、５年生次の３月と６年生次の１月を比較すると、ほとん

どの項目で良い結果が得られた。 

○ ＰＢＬの手法に沿って学習を進めることで、見通しをもって課題に向き合うことができた。 

○ 課題に沿って友達と一緒に粘り強く話し合ったり、意見をまとめたりすることができた。 

○ 夜久野の対する郷土愛が高まった。地域の文化財に目を向けたりする姿や地域行事への参

加率が上がった。 

 



 (2) 教職員の変容 

・単元を貫く問いの設定でゴールが明確化され、授業が進めやすくなった。 

・子どもたちが主体的に解決していく課題の提示ができるようになった。 

・生徒の活動を予想し仕掛けを考えることが楽しかった。 

などの声が、校内研究会等であった。また、研究発表会では積極的に自分の実践を交流して回

る姿から、手応えが感じられた。 

   

 ５ 今年度の課題 

(1) 地域連携の難しさがある。校内において地域コーディネーターをしっかりと位置付け、担    

任の負担を軽減する。また、ゲストティーチャーとの調整、学年間の調整などをすることで、

スムーズな学習活動が進められるようにしていく必要がある。 

(2) ＰＢＬの手法を意識して課題解決をしていく課程で、子どもたちの思いを大事にしすぎると

本題から離れてしまうことがあるので、軌道修正をどの程度まで行うかが難しい。 

(3) 検証に時間がかかるため、時間の確保が難しかった。単元計画を明確にする必要がある。 

(4) ＰＢＬの手法を活かしやすい教科と難しい教科がある。また、単元によっても変わることが

あるので、単元指導の時間やポイントなどの見通しを十分持つ必要がある。 

 

６ 事業終了後の研究構想 

認知能力と非認知能力を一体的にはぐくむ教育により、これからの予測困難な未来社会をた

くましく生きる人材の育成を目指す。 

(1) 「ふるさと未来学」（総合的な学習の時間）の新カリキュラムに

よる本格実施と学園基礎力の育成をめざした取組を一体的に進

めていく。今回の研究を通じて、学習計画を見直し、ＰＢＬの手

法を生かした授業に展開できるようになった。次年度以降に本

格実施としたい。 

(2) 地域人材の確保と連携を担う地域コーディネーターの位置付け

をはっきりとさせていく。 

(3) 各教科でのＰＢＬの手法を使った学習展開の実践・深化をめざ

す。今後も継続して実践を積み重ねることを通して統一した指

導を行い、学習に向かう姿勢（学習意欲）を高めることが、学力の向上につながると考えて

いる。 



















































音楽作成ソフト










